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NIE(Newspaper in Education・教育に新聞を)によって、児童・生徒が新聞を活用して、考えをまとめたり、新聞紙面を作成したりなどの学習活動を通して、「新聞が読める」「新聞に親しめる」ように様々な実践が行われています。次期学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けて、児童生徒が「見方・考え方」を働かせながら、知識を関連させた理解、情報の精査、問題解決に向かう「学びの過程を重視」しています。また、従来の「知識・理解」「技能」「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」の４つの観点別評価から「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に取り組む態度」の３つに変更されます。それでは、NIEの学習において、どのような活動によって、児童生徒は、どのような学力が身につくのでしょうか。
　従来、学力の評価について、客観テスト（正誤問題・選択問題・穴埋め問題など）を中心に記述問題を含め実施されてきました。しかし、次期学習指導要領では、「課題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学び（アクティブ・ラーニング）」を取り入れた授業を導入していく中で、児童生徒の学びの深まりを把握するために、多様な評価方法の例として、「パフォーマンス評価」「ルーブリック」「ポートフォリオ評価」が挙げられています1）。

☆パフォーマンス評価
知識やスキルを使いこなす（活用・応用・統合する）ことを求めるような評価方法。
論説文やレポート、展示物といった完成作品（プロダクト）や、スピーチやプレゼンテーション、協同での問題解決、実験の実施といった実演（狭義のパフォーマンス）を評価する。
☆ポートフォリオ評価
児童生徒の学習の過程や成果などの記録や作品を計画的にファイル等に集積。
そのファイル等を活用して児童生徒の学習状況を把握するとともに、児童生徒や保護
者等に対し、その成長の過程や到達点、今後の課題等を示す。
☆ルーブリック
成功の度合いを示す数レベル程度の尺度と、それぞれのレベルに対応するパフォーマンスの特徴を示した記述語（評価規準）からなる評価基準表。

NIEの学習効果については、様々なところで検証が始まっていますが、NIEを通して身につけたい学びをどのように評価するのか、その一例として、次期学習指導要領で求められている育むべき資質・能力と教科の関係を意識したポートフォリオとルーブリックをご紹介します。

1）次期学習指導要領等に関するこれまでの審議のまとめ補足資料（平成28年8月26日）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/siryo/__icsFiles/afieldfile/2016/08/29/1376580_2_4_1.pdf





NIEの授業を計画するうえで最も大切なことは、「本質的な問い」を明確にすることです。
授業の目的（ねらい）・対象・教材・成果物の設定（新聞・文章・口頭発表・ポスターなど）・
評価の観点を考えるうえで、「本質的な問い」に対して、学習者が答えを導くプロセスを想定しながら、パフォーマンス課題を作っていきます。

[image: ]次期学習指導要領では、児童生徒の発達段階を考慮して、言語能力・情報活用能力・問題発見力・問題解決能力などの学習基盤となる資質・能力を育成していけるように、各教科の特質を生かして、教科横断的な視点に立って述べられています。ここでは、「新聞」を用いた視点の切り口とルーブリックの一例を挙げます。

ジャーナリズム・新聞社の視点
ジャーナリズムとは、新聞・雑誌・ラジオ・テレビなどにより、時事的な
問題の報道・解説・批評などを伝達する活動のことです。
この視点から「新聞」を読み解くと、新聞が持つ社会の役割や論調の違いを比較できているかどうかが
ポイントとなります。








[image: https://sozai-good.com/free-img/free-illust36339.jpg]言語の視点
言語活動の充実は、国語科だけでなく、どの教科でも共通の課題です。
まず、資料を読み解く上で、情報の取捨選択ができているか読解力が問われます。
次に、調べ考察した内容をどのようにまとめ、他者に伝えるのか、レポートや討論など
その発表において、語彙力や文章表現力が向上できたかがポイントとなります。
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社会・科学の視点
新聞を通して、社会に対する関心が高まったか、取り上げたテーマに関する知識を
集め読み解くことができたかがポイントとなります。
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図書館の視点
次期学習指導要領では、情報活用能力の育成に向けて、現行の学習指導要領に加え「各種の統計資料や新聞、視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること」としています。
学校図書館で資料収集する学習活動を取り入れる際には、図書資料の活用はもちろんのこと、多種多様な資料（学校図書館メディア）の利用促進が欠かせません。その中に、新聞データベースを活用することを含めてもよいでしょう。必要な新聞記事を探すことや関連する図書を複数探せているかがポイントとなります。
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新聞活用度シート

　「主体的・対話的で深い学び」が求められるなか、新聞を活用することで、「新聞との対話、新聞を通した対話」を確立することが主体的な学びへと誘うことでしょう。そこで、新聞との関わりを下記に位置づけてみました。対象となる学習者にあわせて活用して下さい。

新聞社が抱える課題（取材、報道、広告、販売）について説明することができる。
・根拠を示して論評することができる。
・取材して記事を書く
ことができる。
・コラムを書くことが
できる。
様々なメディア、情報を探して照らし合わせて考察することができる。
コラムや記事の表現について何が面白いのか、あるいは何が問題なのかについて指摘（説明）することができる。


5

　　　　



社説や論評を読んで、対論や異なる見解を述べる（記述する）ことができる。
複数紙を比較して、報じた新聞、報じない新聞の違いを考察し説明することができる。
新聞の役割（言論表現の自由、報道の大切さ、公共性、社会性）について説明することができる。
関連する記事（興味のある記事）をスクラップすることができる。


4



日曜日の読書欄（書評欄）を参考に自分が読んだ本の書評（レビュー、紹介）ができる。
記事や論評について筆者の意図を読みとることができる。
求める情報（記事）を過去に遡って記事を探すことができる。

複数紙を比較して報道の違いについて説明することができる。
お気に入りの記者（論者）を挙げることができる。

3




報道されているニュース（記事内容）について足りない情報を指摘することができる。
なぜ興味を持ったのかを説明する（記述する）ことができる。
限られた字数で自分の意見を書くことができる。
紙面構成（どこにどのような情報があるか）について理解している。
継続して新聞を読んで新聞紙面（記事）の変化について指摘（説明）することができる。


2



新聞がどのように作られているか説明することができる。
それぞれの新聞の特徴（紙面の違い）を説明することができる。
報道されているニュースを自分と関連づけて説明することができる。
興味を持った記事、写真を挙げることができる。
日常的に新聞（一紙・複数紙）に触れることができる。

１




Ⓒ日本NIE学会　柳澤伸司・赤池幹・市川正孝・伊吹侑希子
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· 朝　朝日新聞／毎　毎日新聞／読　読売新聞／産　産経新聞／経　日本経済新聞／他　その他の新聞
· １週間で、異なる新聞紙を手に取り、読み比べてみましょう。　　
· ジャンルは、選んだ記事の分野（経済・社会・国際・労働・原発・防災・教育等）を書いてください。
· 
· [image: ]「事実」から「知恵」へ
· ～新聞を活用してつけたい力 (ちから)
· 　
· 
[image: ]

Intelligence
「理解」する


記事や論評について筆者の意図を説明することができる。


Knowledge
「知識」になる


新聞がどのように作られているか説明することができる。


Wisdom
　「知恵」を育てる


新聞（記者／社）の役割（言論表現の自由、報道の大切さ等）について説明することができる。


求める情報（記事）を探すことができる。


社説や論評をもとに対論や異なる見解を提示することができる。


Information
「情報」をつかむ


Facts
「事実」に向き合う


報道されているニュース（記事内容）について足りない情報を指摘することができる。


紙面構成（どこにどのような情報があるか）について理解している。


それぞれの新聞の特徴（紙面の違い）を説明することができる。


日常的に新聞を読むことができる。


興味のある記事（関連する記事）をスクラップすることができる。
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番号：

名前：

情報収集 観点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

＜探す＞情報の判断、信頼性

　　　　新しさ、出典

〇テーマにそって、定義、最新情報、

　過去の情報、意見など、複数の資料

　から探すことができる。

●テーマにそったキーワードを３つ以上

　考えて探せている。

〇ウェブサイトの信頼性を考え、

　作成者の意図や立場を踏まえて情報を

　選択できている。

●複数の新聞紙の論調の違いに着目して

　記事を探すことができる。

〇資料の特性を考えながら、テーマに

　そった資料を探すことができる。

●テーマにそったキーワードを２つ

　考えて探せている。

〇複数のウェブサイトを検索し、更新

　日時や発信者を確認できている。

●複数の新聞紙を比較して記事を

　探すことができる。

〇テーマにそった資料を１つ探すことが

　できる。

●テーマにそったキーワードを１つ

　考えて探せている。

〇ウェブサイトの更新日時や発信者を

　確認できている。

●１紙から日にちに留意して記事を

　探すことができる。

〇テーマにそった資料とそうでない

　資料が混在している。

●テーマにそったキーワードと

　そうでないものが混ざっている。

〇使えそうなウェブサイトを見ている

　ものの更新日時・発信者を確認して

　いない。

●１紙から記事を探すことができる。

〇テーマにそった資料が見つけられて

　いない。

●テーマにそったキーワードを

　見つけることができない。

〇ウィキペディアやブログなど発信者を

　確認せずに情報を書き写している。

●どの新聞から探せばよいかわからない。

＜読む＞キーワード、探し読み

　　　　批判的読み

〇情報内容を識別し、もっとも重要な

　部分を特定できる。

●複数の資料にあたり、情報源の

　信頼性を多面的に判断できる。

〇キーワードに留意して、事実と意見を

　区別し、書き手の主張が読み取れて

　いる。

●記事の見出し・リード文・写真・図に

　着目し、正確に情報を読み取れている。

〇複数の情報を比較し重要性を識別

　できる。

●資料を比較し、情報源の信頼性を判断

　できる。

〇事実と意見を区別したうえで、書き手の

　主張・論点がおおよそ読み取れている。

●記事の見出し・リード文・写真などに

　着目して情報を読み取れている。

〇情報内容の重要性を識別できる。

●１つの情報を読み、情報源の信頼性を

　判断する。

〇事実と意見を区別し、書き手の主張の

　要点がわかる。

●記事の見出しに着目して情報を読み取れ

　ている。

〇重要な情報を見つけているものの

　重要でない情報が混ざっている。

●情報源は確認するものの、書かれた

　情報をそのまま鵜呑みにする。

〇事実と意見が混在し、書き手の主張・

　論点が読み取れていない。

●記事の写真に着目して情報を読み取って

　いる。

〇重要な情報と、そうではない情報を

　見分けることができない。

●情報源が信用できるかどうかを考えて

　いない。

〇全く書き手の主張・論点が読み取れて

　いない。

●記事の見出し・リード文などに着目して

　情報を読み取っていない。

編集 観点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

＜引用・要約＞キーワード、出典

引用と要約のちがいを理解し、使い分けの

判断ができている。出典が書けている。

複数のキーワードを見つけ、的確に要約

できる。

課題のキーワードを中心に情報を読み取り

要約できている。

課題につながる部分を抜き出すことが

できる。

課題のキーワードに応じて、情報を選べて

いない。

＜取捨選択＞判断の根拠、多面性

課題に即した情報を複数見つけ、意見の

多様性を集約し、根拠が示せてている。



課題に即した複数の情報を探し比較できて

いる。根拠が示せている。



課題解決に役立つ情報を選べている。

情報の根拠を示すことができる。

課題に即した情報を１つ選べている。

情報の判断となる根拠が示せていない。

課題に即した情報が選べていない。

情報の判断となる根拠が示せていない。

テーマにそって、現代社会の諸問題に

ついて積極的に取り扱い、解決策に

言及しつつ、読者を説得できる論理や

考察ができている。

テーマにそって、賛否両論の文献にあたり

自らの考えがまとめられているが、独自性

や説得力に欠ける。

テーマにそって、現代社会の諸問題に

ついて、背景をふまえて書けているが

反証が十分に調べられていない。

テーマにそって、調べられているものの

参照にした文献にただ同調する形で自分

自身の主張がない。

テーマにそって、現代社会の諸問題に

ついて必ずしも積極的に取り扱っておらず

感情的な意見しか書かれていない。

自分の意見が述べられていない。

発信 観点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

＜発表＞話し方、資料活用

　　　　双方向性

聞き手の様子を確認しながら、筋道を立て

て説明できている。

臨機応変に話すことができる。

調べたことをもとに、伝えたい部分の

強調や、身振り手振りなど工夫をして

伝えることができる。

伝えたい内容にあわせて話す速さや間の

取り方を工夫して話すことができる。

資料を示しながら、声の大きさや

アイコンタクトを意識して話す。

あらかじめ用意したメモを読み上げる

だけで、伝え方の工夫がない。

＜質疑応答＞的確さ、関連づけ

　　　　　　深まり

他者の意見に対し、良い点・改善点を

的確に指摘ができている。

自分の発表と比べたり、関連づけたり

した質疑応答ができている。

他者の意見に対し,自分自身の考えを明確に

述べることができている。

数値や言葉の意味などを確かめる質疑

応答で内容に深まりがない。

他者の意見に沿った感想を述べただけの

コメントである。

ふりかえり 感想、考察、成長、発展

自分たちの学びを総括し、達成したことや

今後の課題を考察することができる。

自分の学びをふりかえり、改善点を見つけ

次の目標を設定することができる。

他の学習者との交流から課題について

考察することができる。

自分自身が学んだこと、できるように

なったことが客観的に書けている。

学習活動に対する感想しか

述べられていない。

Ⓒ日本ＮＩＥ学会

調べたことだけをもとに結論を書き

自身の意見がまとめられていない。

調べたことから根拠をみつけ、自分の

主張を組み立てられている。

〇レイアウト、色彩や文字サイズが見や

　すいよう配慮して紙面構成されている。

●記事の見出し、写真のキャプション

　などが記事内容に合致している。

〇順序立てて、わかりやすい文章である。

●誤字脱字がなく、段落構成がよい。

〇紙面構成に改善の余地がある。

●伝えたい情報が箇条書きなどでまとめ

　られている。

〇主語と述語の関係、接続詞が適切に

　書けている。

●誤字脱字がややある。

テーマにそった質問者が選べていない。

取材時に写真やメモがきちんと

とれていない。



テーマにそった質問者を一人選び、

あらかじめ決めた質問について回答を

得ることができる。

テーマにあった取材先を考えられている。



〇紙面構成がわかりにくい。

●読者の興味・関心を喚起するために

　言葉を選んで書けていない。

〇規定の文章量を満たしていない。

●誤字脱字が多い。



〇適切な構成で文章が書けている。

●伝えたいことがタイトル・キャッチ

　コピーなどに表現できている。

〇伝えたい内容に関する情報が過不足

　なく端的に表現されている。

●誤字脱字なく書けているが、段落の

　構成に改善の余地がある。

明確なテーマをもち,調べたことから

論理的で創造性のある結論を導き、自分の

主張を組み立てられている。

　ＮＩＥルーブリック



新　聞



図　書



ウェブ

テーマにそった質問の内容や選択肢が

考えられている。

課題に応じた取材者を選択できている。



テーマにそった質問が用意できている。

取材時の写真やメモがところどころ

とれていない。

発表



根拠や意見の間にある関係をいかして

自分の主張を組み立てることができる。

想定される反論に対する反論を用意

できている。



集　約

質問づくり、事前調査、選択肢



アンケート

インタビュー

テーマにそった質問者を複数選び、

相手に応じた質問を考えられている。

どのような取材が必要か考え適切な

写真やメモがとれている。

〇記事の価値判断を考えて紙面構成が

　できている。

●記事の見出し・写真・広告に印象に

　残る工夫がある。

〇５Ｗ１Ｈの必要な情報が含まれている。

●誤字脱字がなく、段落構成がよい。

レポート

新聞作り

誤字・脱字、事実と意見、構成、

論理展開５Ｗ１Ｈ、客観性

レイアウト、表現力、創造力

論　理

主張と根拠、意見、反論

論理的思考力

複数の根拠と論理的な説明に基づき,事実と

意見を区別し、具体例を示しつつ、正確

かつ説得力のある結論を適切な分量で

書けている。

科目名：

単元（テーマ）：

ねらい：
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★新聞ポートフォリオ

　　　年　　組　　番 氏名：

日付

(曜日)

新聞 面 ジャンル

記事から気になった（発見

した）言葉（文章／表現）

理由（疑問／批判／賛同／意味調べ）

朝 ・毎

／ 読・産

(

　　

)

経・他

朝 ・毎

／ 読・産

(

　　

)

経・他

朝 ・毎

／ 読・産

(

　　

)

経・他

朝 ・毎

／ 読・産

(

　　

)

経・他

朝 ・毎

／ 読・産

(

　　

)

経・他

朝 ・毎

／ 読・産

(

　　

)

経・他

朝 ・毎

／ 読・産

(

　　

)

経・他

参考文献

参考になる文章（根拠）など



☆参考にした出典の記述の例（根拠を明確にし、誰が執筆したか、どこに掲載されていたかが明確にわかるように記録しておく）

・図書の場合　著者『書名』出版社、発行年、ページ（複数ページにわたる場合は　○～○ページとする）

・新聞の場合　執筆者がわかる場合は名前「見出し」『新聞紙名』年月日、ページ（面）

・ウェブの場合　「タイトル」ウェブアドレス、確認日

〇記事の見出し【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

〇話をしたひと：家族・友だち・先生・クラブの後輩・その他（　　　　　　　　　　　　　　）



振り返り（解決すべき課題、問題、疑問点）

〇話題にしたニュース：　　　　月　　　日（　　　）
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【課題発見力】

　判断の根拠、多面性

〇課題に即した情報を複数見つけ、

   意見の多様性を集約し、根拠が

   示せてている。

〇課題に即した複数の情報を探し

   比較できている。

   根拠が示せている。



〇課題解決に役立つ情報を選べて

   いる。

　情報の根拠を示すことができる。

〇課題に即した情報を１つ選べて

   いる。情報の判断となる根拠が

   示せていない。

【論理的思考力】

　主張と根拠、意見、反論

　批判的思考力

〇複数の根拠と論理的な説明に

　基づき,事実と意見を区別し、

　具体例を示しつつ、正確かつ

　説得力のある結論を適切な

　分量で書けている。

〇根拠や意見の間にある関係を

　いかして自分の主張を組み立てる

　ことができる。

　想定される反論に対する反論を

　用意できている。



〇明確なテーマをもち,調べたこと

　から論理的で創造性のある結論を

　導き、自分の主張を組み立て

　られている。

〇調べたことだけをもとに結論を

　書き自身の意見がまとめられて

　いない。

【表現力】

〇記事の見出しに印象に残る工夫が

ある。

〇記事の見出しが記事内容に合致し

ている。

〇伝えたいことが見出しに表現

　できている。

〇伝えたいことがわからない

　見出しである。

【創造力】

　レイアウト

〇記事の価値判断を考えて紙面

　構成ができている。

〇レイアウト、色彩や文字サイズが

　見やすいよう配慮して紙面構成

　されている。

〇適切な構成で文章が書けている。 〇紙面構成がわかりにくい。

【文章力】

　誤字脱字、文章の構成

〇誤字脱字がなく、段落構成が

　よい。

〇誤字脱字がなく、段落構成が

　よい。

〇誤字脱字なく書けているが、

　段落の構成に改善の余地がある。

〇誤字脱字がややある。

【コミュニケーション力】

自己評価

〇みんなが協力的で、自分の意見を

　素直に言えた。

〇みんなが課題向けて努力し会話が

　弾みとても明るい雰囲気だった。

〇積極的に意見を述べるが一方的な

　発言であった。

〇うなずく程度の姿勢は見せたが、

　積極的に意見を述べなかった。

新聞紙面作成ルーブリック
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